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　10月27日（日）に衆議院議員総選挙および最高裁判所裁判官国民審査が執行されます。投票所に一部変更があります。
詳しくは、16日（水）以降に郵送される投票所入場整理券をご覧ください。市ウェブ（2次元コード）からも確認できます。

問　選挙管理委員会事務局☎21−8795

投票所を
一部変更

　黄金色に輝く稲穂の奥に見える、平塚中央ライスセンター
（飯島117）。今年３月に完成し、本格稼働しています。
　令和５年度は、同センターが開設された他、子育て支援や
超高齢社会への対応、安心・安全なまちづくり、地域経済の
活性化など、さまざまな分野で事業を展開しました。
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令和５年度
決算報告

　
今
号
で
は
、令
和
５
年
度
に
取
り
組

ん
だ
注
目
事
業
や
決
算
の
状
況
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

問　
　
財
政
課
☎
21
―
８
７
６
５

地
域
療
育
シ
ス
テ
ム
事
業　
５
０

１
２
万
円
。
医
療
的
ケ
ア
児
の
保

護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

ケ
ア
付
き
通
学
支
援
事
業
を
継
続

し
た
他
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に
配
置
し

ま
し
た
。

母
子
保
健
事
業　
３
億
５
４
２
１

万
円
。
妊
娠
、
出
産
か
ら
子
育
て

ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
充
実

す
る
た
め
、
産
後
ケ
ア
事
業
ア
ウ

ト
リ
ー
チ（
訪
問
型
）を
始
め
ま
し

た
。
各
種
相
談
や
子
育
て
応
援
金

注
目
事
業
と
決
算
額

　
新
た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
給
食
を
受
け
入
れ
る
中
学
校
設
備
の
整
備

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
な
ど
の
支
援
体
制
の
充
実
や
、
物
価
高
騰

へ
の
対
策
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

な
ど
も
給
付
し
ま
し
た
。

小
児
医
療
費
助
成
事
業　
９
億
７

７
１
８
万
円
。
子
ど
も
の
健
全
な

育
成
と
健
康
増
進
の
た
め
、
小
児

医
療
費
助
成
の
対
象
を
18
歳
の
年

度
末
ま
で
拡
大
し
、
入
院
や
通
院

の
医
療
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

中
学
校
完
全
給
食
準
備
事
業　
７

億
６
５
４
２
万
円
。
中
学
校
完
全

給
食
の
開
始
に
向
け
て
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
や
学
校
施
設
の
整
備

を
進
め
ま
し
た
。

サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ
派
遣
事
業

　
８
４
８
１
万
円
。
サ
ン
・
サ
ン

ス
タ
ッ
フ（
学
習
支
援
補
助
員
）を

全
小
・
中
学
校
へ
派
遣
し
、
学
習
・

生
活
面
で
の
支
援
な
ど
を
し
ま
し

た
。
８
人
増
員
し
、
ク
ラ
ス
数
が

多
い
学
校
へ
配
置
し
ま
し
た
。

地
震
・
津
波
防
災
対
策
事
業　
４

５
４
３
万
円
。
断
水
時
で
も
衛
生

的
に
使
え
る
、
貯
留
型
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
を
進

め
ま
し
た
。

災
害
情
報
伝
達
事
業　
７
２
６
７

万
円
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
た
新
た
な
災
害
情
報
配
信
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。ま
た
、

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
設
備
を
撤
去
し

建
屋
を
解
体
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
魅
力
を
高
め
る

高
麗
山
公
園（
湘
南
平
）魅
力
ア
ッ

プ
事
業　
２
２
７
５
万
円
。
絶
景

を
楽
し
め
る
複
合
遊
具
の
整
備

や
、
大
磯
町
・
二
宮
町
と
共
同
で

散
策
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

行
政
手
続
き
を
便
利
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
推
進
事
業　
１
億

４
５
７
７
万
円
。
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
、
ノ
ー
ラ

イ
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
円

滑
な
交
付
や
利
活
用
を
促
進
し
ま

し
た
。

環
境
へ
の
配
慮
を
促
進

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業
　
１

６
５
１
万
円
。
Ｅ
Ｖ
路
線
バ
ス
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
を
掲
載
し
、
環

境
配
慮
へ
の
啓
発
活
動
を
し
た

他
、
Ｚゼ

ツ

チ
Ｅ
Ｈ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）導
入
を

支
援
し
ま
し
た
。

担
い
手
不
足
の
解
消
へ

路
線
バ
ス
運
行
自
動
運
転
実
証
事

業　
１
億
７
９
９
４
万
円
。
市
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
バ
ス
路
線
を

確
保
・
維
持
す
る
た
め
、
既
存
路

線
バ
ス
へ
の
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
目
指
し
、
実
証
実
験
を

し
ま
し
た
。

担
い
手
総
合
対
策
事
業
　
２
億
５

０
２
０
万
円
。
平
塚
中
央
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー（
１
面
）の
開
設
支
援
や

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
を
支
援
し

ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
策

民
間
保
育
所
助
成
事
業　
３
億
３

１
７
２
万
円
。給
食
材
料
費
な
ど
、

民
間
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
の

運
営
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま

し
た
。

福
祉
・
子
育
て
支
援
施
設
脱
炭

素
推
進
事
業　
１
億
３
１
４
４
万

円
。
省
エ
ネ
設
備
な
ど
の
導
入
を

支
援
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
経
営
支
援
事
業　
４
１

６
１
万
円
。
企
業
の
脱
炭
素
化
を

進
め
る
た
め
、
脱
炭
素
設
備
投
資

促
進
補
助
金
の
交
付
や
、脱
炭
素・

省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な

ど
を
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
管
理
事
業　
６
億
５
４

１
２
万
円
。
食
材
費
を
支
援
し
、

保
護
者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な

く
安
心
安
全
な
給
食
を
提
供
し
ま

し
た
。

国
際
交
流
活
動
推
進
事
業　
735
万

円
。
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
カ
ウ
ナ

　「健全化判断比率」は自治体の財政破綻を未然に防ぐための指標です。四
つの指標で早期健全化などの必要性を判断します。
　市では、比率の算定が始まった平成19年から17期連続で、いずれの指標
も早期健全化基準を下回っています。また、公営企業の健全度を示す「資
金不足比率」も資金不足がないため、比率が算定されませんでした。指標
からは、市の財政がすぐに破綻する心配はなく、健全な財政運営を続けて
いることが読み取れます。しかし、年々増える扶助費や公共施設の老朽化
など課題は多く、将来の負担を考えると、一層健全な財政運営が必要です。

将来を見据えた 財 政 運 営

防災意識を高める

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

な し
な し

な し

5.0％
14.5％

11.25％
16.25％
25.0％
350.0％

20.0％

標準財政規模に対する赤字の割合
全ての会計の歳入に対する赤字の割合
年間の借金返済額の割合
将来、負担が見込まれる負債の割合

資金の不足額の事業規模に対する割合

比　率　区　分 早期健全化基準平塚

比　率　区　分 経営健全化基準平塚

ス
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ

他
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ロ
ー
レ
ン

ス
市
の
青
少
年
派
遣
団
と
の
交
流

会
を
開
き
ま
し
た
。

七
夕
ま
つ
り
開
催
事
業　
６
８
９

８
万
円
。
３
日
間
で
115
万
人
が
来

場
し
ま
し
た
。
前
年
よ
り
終
了
時

刻
を
１
時
間
延
長
し
た
他
、
飲
食

販
売
を
再
開
。
七
夕
飾
り
の
掲
出

エ
リ
ア
と
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
を
分

け
て
開
き
ま
し
た
。

緑
化
ま
つ
り
開
催
事
業　

300
万

円
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で

中
止
し
て
い
た
緑
化
ま
つ
り
を
４

年
ぶ
り
に
開
き
、
緑
化
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し
た
。

防災訓練強化事業　５,６２５万
円。地震体験車を更新しま
した（写真）。防災訓練に10２
回出向き、市民に体験しても
らうことで地域防災力の向
上を図りました。

ごみ収集運搬事業　４億６,0４４万円。
ごみを円滑に収集した他、収集ルー
ト・不分別ごみ・不法投棄などを効率
的に把握できる、ごみ収集車両運行
管理システムの導入などをしました。

効
率
的
な
ご
み
収
集
体
制

中止期間を経て、にぎわいが戻った
緑化まつり

現
場
で
状
態
を
撮
影（
右

写
真
）。事
務
所
で
状
況
と

場
所
を
把
握（
下
写
真
）。 「

ず
っ
と
、選
ば
れ
る
ま
ち
、

住
み
続
け
る
ま
ち
」へ

充
実
し
た
子
育
て
・

教
育
環
境
の
整
備

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り

新
型
コ
ロ
ナ
後
に

弾
み
を
つ
け
る

健全化判断比率と資金不足比率
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　市行財政改革計画（２0２0―２0２３）を進め、財政
健全化に取り組みました。

◆各種配布物などへの広告掲載による印刷製本
費などの削減　1,８0８万円
◆保育園の給食調理業務や、ごみ収集業務の民
間活力の活用　1,790万円

◆未利用地の売却・貸付　２億２,３５３万円
◆市税など収入の確保（収納率の向上）　1億7,８
２５万円
◆ふるさと寄付金・クラウドファンディングの
活用　1億7２４万円

問　企画政策課☎２1―８7６0

　
福
祉
・
環
境
・
教
育
・
防
災
な

ど
、
全
て
の
人
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
分
野
に
関
わ
る
事
業
の
収

支
を
表
し
ま
す
。

歳
入 

１
・
８
㌫
減

　
歳
入
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
市

税
は
増
加
し
た
も
の
の
、
公
共
施

設
整
備
保
全
基
金
繰
入
金
や
新
型

約6億2,300万円の健全化

普通建設事業費

維持補修費

繰出金、積立金
投資及び出資金
・貸付金

74億8,389万円

115億4,248万円

一般会計 歳 入  987億5,506万円 一般会計 歳 出（性質別） 952億7,409万円
市　税 450億3,695万円 45.6%

諸収入 37億6,991万円 3.8%

繰越金、使用料・手数料など
70億8,459万円

7.2%

国庫支出金 217億3,811万円 22.0%

県支出金 67億6,245万円 6.8%

市　債 33億5,023万円 3.4%
地方譲与税、各種交付金、
地方交付税など 110億1,282万円 11.2%

義　
務　
的　
経　
費

そ　

の　

他

扶助費 301億4,617万円 31.6%

人件費 163億402万円 17.1%

公債費 61億7,849万円 6.5%

59億9,208万円 6.3%

物件費 141億8,895万円 14.9%

補助費等
10億9,870万円 1.1%

7.9%

12.1%

23億3,932万円 2.5%

自　

主　

財　

源

依　

存　

財　

源

　市税や使用料・手数料など、市が
自主的に収入できる財源のことで
す。行政運営の自主性や安定性に
影響します。令和5年度の歳入総額
に対する自主財源の割合は56.6㌫
で、前年度より1.3㌽減りました。

　人件費・扶助費・公債費の合計で
す。歳入の増減に関わらず、削減が
難しい経費です。この経費が増え
るほど、独自の判断で使えるお金
が少なくなります。

投資的
経費

合　　　　計

365億9,116万円
255億107万円
1,461万円

236億5,566万円
43億3,321万円
900億9,571万円

361億5,038万円
254億9,275万円

1,436万円
227億2,788万円
41億9,987万円
885億8,524万円

会計（事業）名 歳　入 歳　出
競 輪
国 民 健 康 保 険
水産物地方卸売市場
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

特別会計の歳入と歳出

コ
ロ
ナ
の
国
庫
補
助
金
な
ど
が
減

少
し
た
た
め
、
前
年
度
よ
り
18
億

２
４
６
６
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出 

１
・
０
㌫
減

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
や
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
９
億

９
６
１
３
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

人
件
費（
１
・
５
㌫
減
）

　
市
職
員
の
給
与
や
手
当
、
退
職

金
な
ど
に
か
か
る
費
用
で
す
。
定

年
の
段
階
的
な
引
き
上
げ
に
よ
る

退
職
手
当
の
影
響
な
ど
で
、
前
年

度
よ
り
２
億
５
０
５
１
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

扶
助
費（
８
・
１
㌫
増
）

　
児
童
手
当
の
支
給
や
保
育
所
の

運
営
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の

給
付
費
、
生
活
保
護
費
の
支
給
な

ど
に
か
か
る
費
用
で
す
。
高
齢
化

の
進
展
や
子
育
て
環
境
の
整
備
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
22
億
５

７
０
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

公
債
費（
２
・
０
㌫
減
）

　
市
債
の
元
利
償
還
や
一
時
的
な

借
り
入
れ
を
し
た
場
合
の
支
払
い

利
息
に
か
か
る
費
用
で
す
。
前
年

度
よ
り
１
億
２
２
９
２
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

投
資
的
経
費（
５
・
６
㌫
増
）

　
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
か
か

る
費
用
で
す
。
中
学
校
完
全
給
食

準
備
事
業
な
ど
で
、
前
年
度
よ
り
３

億
１
９
３
４
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

特
定
の
事
業
を
す
る
た
め
に
、

一
般
会
計
と
は
分
け
て
運
営
し
て

い
る
会
計
で
す
。
五
つ
の
特
別
会

計
の
合
計
は
、
歳
入
は
900
億
９
５

７
１
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
６
億

１
６
８
７
万
円（
０
・
７
㌫
減
）減

少
。
歳
出
は
885
億
８
５
２
４
億
円

で
、
前
年
度
よ
り
２
億
９
６
４
９

万
円（
０
・
３
㌫
減
）減
少
し
ま
し

た
。
実
質
収
支
は
、
15
億
１
０
４

７
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

競
輪
事
業

　

第
77
回
日
本
選
手
権
競
輪
な

ど
、
55
日
間
競
輪
を
開
催
し
、
10

万
６
４
４
７
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
一
般
会
計
に
５
億
円
を
繰
り

出
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
一
般
会
計
か
ら
20
億
９
８
４
９

万
円
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
歳
入
に

占
め
る
保
険
税
収
入
額
の
割
合
は

21
・
６
㌫
で
し
た
。

介
護
保
険
事
業

　
一
般
会
計
か
ら
33
億
５
２
５
３

万
円
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
第
１
号

被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
方
）か
ら

の
保
険
料
は
49
億
２
４
８
５
万
円

で
、
歳
入
に
占
め
る
保
険
料
の
割

合
は
20
・
８
㌫
で
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
一
般
会
計
か
ら
６
億
９
９
６
３

万
円
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
歳
入
に

占
め
る
保
険
料
の
割
合
は
、
77
・

５
㌫
で
し
た
。

　
下
水
道
事
業
の
総
収
益
は
75
億

８
０
５
２
万
円
、
総
費
用
は
70
億

９
２
０
３
万
円
で
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

27
億
３
７
８
７
万
円
、
企
業
債
現

在
高
は
312
億
239
万
円
で
す
。

　
病
院
事
業
の
総
収
益
は
153
億
８

９
２
５
万
円
、
総
費
用
は
161
億
８

４
９
３
万
円
で
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

17
億
８
９
６
２
万
円
、企
業
債
現

在
高
は
121
億
５
５
１
７
万
円
で
す
。

市
債
現
在
高（
４
・
３
㌫
減
）

　
市
債
と
は
市
の
借
金
で
す
。
学

校
や
道
路
な
ど
、
整
備
に
多
額
の

費
用
が
か
か
り
、
将
来
に
わ
た
り

長
期
間
利
用
す
る
施
設
を
整
備
す

る
場
合
に
、
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
て
財
源
を
確
保
し
ま
す
。
長
い

年
月
を
か
け
て
返
済
す
る
た
め
、

年
度
間
の
財
政
負
担
を
一
定
程
度

に
平
準
化
で
き
、
世
代
間
で
の
費

用
負
担
の
公
平
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り

３
億
７
２
４
０
万
円
多
い
、
33
億

５
０
２
３
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
の
市
債
現
在
高
は

527
億
８
１
８
０
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
26
億
２
１
９
９
万
円
減
少
し

ま
し
た
。
全
会
計
を
合
わ
せ
た
市

全
体
の
市
債
現
在
高
は
、
961
億
３

９
３
６
万
円
で
す
。

基
金
現
在
高（
15
・
２
㌫
増
）

　

財
政
調
整
基
金
は
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
市
の
貯

金
で
、前
年
度
よ
り
２
億
６
３
５
９

万
円
増
加
し
ま
し
た
。年
度
末
の
現

在
高
は
73
億
９
６
２
１
万
円
で
す
。

　

市
の
基
金
全
体
で
は
、252
億
９

１
９
２
万
円
で
、前
年
度
よ
り
33

億
３
９
７
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

主な取り組みと効果額

金額は、表示単位未満で四捨五入しているため、合計額が合わない場合があります

歳
入
・
歳
出
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
987
億
５
５
０
６
万
円
、
歳
出
は
952
億
７
４
０
９
万
円

で
し
た
。
令
和
６
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
、
27
億
４
０
７
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳入を確保  ５億８,６９８万円

歳出を削減  3,５９８万円

約6億7,５00万円の市税が流出
　ふるさと納税制度は、生まれ育った故郷や
応援したい自治体に寄付をすることで、地域
の活性化を図り、全国の自治体を元気にしよ
うとする制度です。
　市民の皆さんが制度を使って他の自治体に
寄付をすると、平塚市に納められるはずの税
金が流出する仕組みになっていて、市税の流
出額が増え続けている状況です（右グラフ）。
令和５年度の流出額は６億7,４7３万円で、令和
元年度の流出額の２倍以上に増えてしまいま
した。これは、公民館1棟分の建設費用に相
当する金額です。
　市は、寄付に対するお礼の品の対象ではあ
りませんが、市民や団体・法人などの方にも
寄付金を募っています。寄付金は、寄付者の

指定する目的のために大切に使用します。詳
しくは、市ウェブをご覧ください。
２次元コードからもアクセスでき
ます。

計
会
般
一

下
水
道

市
債
と
基
金

市
民
病
院

計
会
別
特

ふるさと納税で

‒7
‒6
‒5
‒4
‒3
‒2
‒1
0

2
1

令和元年 令和５年（年度）

（億円）

令和４年令和３年令和２年

‒5.6
‒4.2

‒3.3

0.4 0.7 1.0
1.7

0.4

‒3.1

‒6.7
他自治体への流出額

市への寄付額
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募
　
　
集

応
募
方
法
は

右
　
　
　
　

 

募のある記事は事前に
応募が必要です
必要事項は郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）・
電話番号です
受付開始日の記載が
な い 場 合、10月21日
（月）午前8時30分から、
受け付けます
メ ー ル の 場 合、 @以 下 に、
city.hiratsuka.kanagawa.jpを
付けてください
eの場合、電子申請システム（e

イー
- 

k
カ ナ ガ ワ
anagawa）で応募

できます。右の2
次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、〒254-8686
平塚市役所○○課で届きます

募
応
方
法

0

市
内
の
小
・
中
学
校
で
働
き

ま
せ
ん
か

　

採
用
は
令
和
７
年
４
月
以
降
。

特
別
支
援
学
級
な
ど
で
障
が
い
の

あ
る
児
童・生
徒
を
介
助
し
ま
す
。

　
介
助
員
90
人（
選
考
）。

募　

市
ウ
ェ
ブ
な
ど
に
あ
る
申

込
書
に
写
真
を
貼
り
、
本
人
が
直

接
、
令
和
６
年
11
月
15
日（
金
）ま

で
に
、
浅
間
町
４
―
39
子
ど
も
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
36
―
６
０

１
２
へ
。

や
さ
し
い
相
続
・
遺
言
講
座

　
行
政
書
士
か
ら
、
相
続
・

遺
言
・
終
活
を
学
び
ま
せ

ん
か
。
要
約
筆
記
も
あ
り
ま
す
。

　
11
月
28
日（
木
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
。
中
央
図
書
館（
浅
間
町

12
―
41
）。
40
人（
先
着
順
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
10
月
22

日（
火
）午
前
９
時
か
ら
、
中
央
図

書
館
☎
31
―
０
４
２
８
へ
。

0

谷
戸
田
で
餅
つ
き
・
縄
な
い

体
験
を
し
よ
う

　
自
然
豊
か
な
里
山
で
で
き
た
米

で
餅
つ
き
、
稲
わ
ら
で
縄
作
り
を

し
ま
す
。
つ
い
た
餅
は
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
11
月
16
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
。雨
天
中
止
。里
山
体
験
フ
ィ
ー

ル
ド（
土
屋
１
０
７
６
付
近
）。
市

内
在
住
の
方
50
人（
抽
選
・
１
組

５
人
ま
で
）。
雨
具・帽
子・軍
手・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
着
替
え
な
ど
。

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

募　
代
表
者
の
必
要
事
項
・
全
員

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日

を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
10
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

環
境
保
全
課
☎
23
―
９
９
６
９

21
―
９
６
０
３

k-hozen-ev
ent@

へ
。

木
造
住
宅
の
耐
震
相
談
会

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
化
を
、
建
築
士
に
相
談

で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
11
月
20
日（
水
）午
後

１
時
30
分
・
２
時
30
分
・
３
時
30

分（
各
回
１
時
間
）。
本
館
３
階
302

会
議
室
。
市
内
木
造
住
宅
の
所
有

者
ま
た
は
居
住
者
、各
回
５
組（
先

着
順
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
６

階
の
建
築
指
導
課
☎
20
―
８
８
６

０
へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

　
入
居
予
定
日
は
令
和
７
年
３
月

１
日（
土
）で
す
。
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方（
抽
選
・
単
身
世
帯

は
②
を
除
く
）。
①
申
込
者
が
18

歳
以
上
ま
た
は
既
婚
者
②
夫
婦
ま

た
は
親
子
を
主
体
と
し
た
家
族
③

市
内
に
１
年
以
上
在
住
④
収
入
が

基
準
以
内
⑤
住
宅
困
窮
理
由
が
市

の
条
件
に
合
う
⑥
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
⑦
住
宅
や
土
地
を
所
有

し
て
い
な
い
⑧
申
込
者
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団

員
で
は
な
い
―
な
ど
。
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
令
和
６
年
11
月
１
日（
金
）～

15
日（
金
）に
本
館
１
階
の
案
内
窓

口
や
各
公
民
館
な
ど
で
配
る
申
込

書
を
、
郵
送
で
、
15
日
ま
で
に
、

〒
254
―
0042
明
石
町
７
―
10
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
平
塚
市
営
住
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎
74
―
４
０

０
５
へ
。

里
山
体
験
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
東
京
農
業
大
学
・
東
海
大
学
の

協
働
・
協
力
に
よ
り
、
吉
沢
地
区

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
、
湘

南
ひ
ら
つ
か
・
ゆ
る
ぎ
地
区
活
性

化
に
向
け
た
協
議
会
。
同
協
議
会

が
開
く
里
山
再
生
・
保
全
活
動
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
Ａ
コ
ー

ス「
ゆ
る
ぎ
の
農
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
」

ま
た
は
Ｂ
コ
ー
ス「
ト
ン
ボ
の
里

の
環
境
整
備
と
生
き
物
観
察
」の

い
ず
れ
か
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
11
月
23
日（
祝
）午
後
１
時
～
５

時
。小
雨
決
行
。吉
沢
公
民
館（
上

吉
沢
395
―
１
）集
合
。
50
人（
先
着

順
・
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）。
保
険
証
の
写
し
・
軍
手
・

帽
子
・
タ
オ
ル
・
雨
具
・
飲
み
物
・

虫
よ
け
・
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
。
3

歳
以
上
の
方
500
円
。

募　
必
要
事
項・フ
ァ
ク
ス
番
号・

年
齢・希
望
す
る
コ
ー
ス
を
、フ
ァ

ク
ス
で
、
10
月
18
日（
金
）午
前
10

時
か
ら
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
・
ゆ
る

ぎ
地
区
活
性
化
に
向
け
た
協
議
会

☎
58
―
４
１
７
９

59
―
２
９
３

３
へ
。
同
協
議
会
ウ
ェ
ブ
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す
。

ア
マ
ダ
イ
沖
釣
り
大
会

　
２
尾
ま
で
の
重
量
を
競
い
ま

す
。
初
心
者
も
楽
し
め
る
大
会
で

す
。
持
ち
物
や
競
技
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
12
月
７
日（
土
）午
前
７
時
～
午

後
１
時
。
荒
天
の
場
合
は
21
日

（
土
）に
延
期
。
ひ
ら
つ
か
タ
マ
三

郎
漁
港（
新
港
）。
高
校
生
以
上
の

方
100
人（
先
着
順
）。
お
持
ち
の
方

は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。１
万
円
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
千
石
河

岸
57
―
37
庄
三
郎
丸
☎
21
―
１
０

１
２
・
千
石
河
岸
30
―
18
豊
漁
丸

☎
22
―
５
９
５
６
・
千
石
河
岸
57

―
13
浅
八
丸
☎
080
―
１
１
１
４
―

８
１
８
１
・
千
石
河
岸
57
―
16
庄

治
郎
丸
☎
21
―
１
３
１
２
へ
。
問

い
合
わ
せ
は
市
観
光
協
会
☎
20
―

５
１
１
０
へ
。

0

子
ど
も
の
就
職
を
考
え
る
セ

ミ
ナ
ー

　
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
子
と
の
家
族
だ
か
ら
で
き
る

関
わ
り
方
や
、
ひ
き
こ
も
り
の
元

当
事
者
の
話
を
聴
け
ま
す
。
先
着

で
個
別
相
談
会
も
開
き
ま
す
。

　
11
月
15
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
。
勤
労
会
館（
追
分

１
―
24
）。
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も

り
状
態
の
15
～
49
歳
の
子
ど
も

の
、
自
立
や
就
職
に
悩
む
家
族
30

人（
先
着
順
）。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

0

湘
南
ひ
ら
つ
か
駅
伝
で
走
り

ま
せ
ん
か

　
小
学
生
・
中
学
生
・
家
族
・
一

般
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
大
会
で
す
。

　
11
月
24
日（
日
）午
前
10
時
15
分

～
午
後
３
時
。
荒
天
中
止
。
馬
入

ふ
れ
あ
い
公
園（
中
堂
246
―
１
）な

ど
。
小
学
生
以
上
の
方
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
100
組（
先
着
順
）。

チ
ー
ム
編
成
や
コ
ー
ス
、
参
加
費

な
ど
、
詳
し
く
は
湘
南
ひ
ら
つ
か

駅
伝
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
湘
南
ひ
ら
つ
か
駅
伝
ウ
ェ
ブ

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
は
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
―
１
１
５
１
へ
。

子
ど
も
囲
碁
大
会

　
実
力
別
に
対
局
し
て
、
結
果
に

応
じ
て
段・級
位
を
認
定
し
ま
す
。

　
12
月
８
日（
日
）午
後
０
時
50
分

～
５
時
。
勤
労
会
館（
追
分
１
―

24
）。
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を

満
た
す
小
・
中
学
生
ま
た
は
有
段

者
の
高
校
生
100
人（
抽
選
・
４
人

以
下
の
対
局
ク
ラ
ス
は
中
止
）。①

市
内
・
大
磯
町
・
二
宮
町
に
在
住

ま
た
は
在
学
②
市
内
の
囲
碁
教
室

に
通
っ
て
い
る
。
500
円
。

募　
必
要
事
項
・
学
校
名
と
学
年
・

段
級
位（
囲
碁
教
室
に
通
っ
て
い
る

場
合
は
教
室
名
も
）を
、往
復
は
が

き
で
、
10
月
18
日（
金
）～
11
月
19

日（
火
）に
、
〒
254
―
0045
見
附
町
31

―
10
ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７
へ
。
同
財
団

ウ
ェ
ブ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

0

は
じ
め
て
の
ボ
タ
ニ
カ
ル

ア
ー
ト

　
植
物
を
観
察
し
、
精
密
に
描
く

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
教
室
で
す
。

　

12
月
３
日
・
10
日
・
17
日
の
火

曜
日
、
全
３
回
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
。ま
ち
づ
く
り
財
団
。

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
を
初
め
て
体

験
す
る
、全
３
回
参
加
で
き
る
18

歳
以
上
の
方
10
人（
抽
選
）。消
し

ゴ
ム
、０
・
３
㍉
芯（
な
い
場
合
は

０
・
５
㍉
芯
）の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

シ
ル
。１
５
０
０
円
。

募　
必
要
事
項
・
年
齢
を
、
は
が

き
で
、
11
月
８
日（
金
）ま
で
に
、

〒
254
―
0045
見
附
町
31
―
10
ま
ち
づ

く
り
財
団
文
化
事
業
課
☎
32
―
２

２
３
７
へ
。

　ワンボックスの軽自動車左右両側面
（写真）に、縦50㌢㍍・横70㌢㍍の広告を、
特殊フィルムなどで貼り付けます。掲載
期間は、令和7年2月１日（土）から１年間。
1広告主につき2～5台。１台2万円。屋外
広告物許可申請や広告の作成・貼付は、
広告主がしてください。申し込みの件数
により、協議の上で台数の調整や抽選を
する場合があります。申し込みに当たり、
市広告掲載要綱・市車両広告掲載取扱要
綱を確認してください。
募　広告案・市ウェブにある申込書を、
郵送・メールまたは直接、令和6年１１月１
日（金）～2１日（木）に、本館5階の庁舎管
理課☎2１―９608 chosya@へ。

庁用自動車庁用自動車の広告での広告で
企業を企業をＰＲＰＲしませんかしませんか

　心肺蘇生法（写真）など、子ども
の命を救うための知識や技術を身
に付けませんか。
　１１月１4日（木）午前９時～正午。
消防署本署（浅間町９―１）。市内在
住・在勤・在学で中学生以上の方
25人（先着順）。筆記用具。動きや
すい服装でお越しください。
募　電話または直接、本館３階の
消防救急課☎2１―９72９へ。

小児・乳児を救うための

救命講習会


